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Ｂ－３．接続方法 
 
前述Ｂ－２.システム構成のとおり接続の設定を行ったうえで、PATOLIS-Web、C/W、C/T に接続します。 
 
Ｂ－３－１．ユーザーＩＤとパスワード 
 
PATOLISに接続するためには、ユーザーID、パスワード、ユーザーコードの入力が必要です。 
ユーザーID（User ID。UIDと略記）とパスワードは、PATOLISサービスを利用する際に鍵の役割を

果すもので、銀行のキャッシュカードにおける口座番号と暗証番号の関係と同じと言えます。 
端末から入力されたUIDとパスワードの組合せがPATOLISシステムにあらかじめ登録されているデー
タと一致すれば、PATOLISへの接続が認められ、一致しない場合は接続が認められません。 
UIDとパスワードが一致してPATOLISのサービスが開始された後の利用料金は、全て自動的に、使

用されたUIDに対して課金されます。従って、もしUIDとパスワードの組合せが他人に知られてしま
い、PATOLISを不正使用されると、ご自分の利用でなくても、その使用料金が請求されることになり
ます。 
このように、UIDとパスワードはPATOLISご利用の際の重要な鍵となるものですから慎重な取り扱
いが必要です。 
 
（１）ＵＩＤ 
UIDは、PATOLIS登録時に㈱パトリスがご利用者固有のものを設定、発行します。登録後の利用料金
の請求、また各種の連絡等につきましては、全てUID単位で行いますのでUIDを確認のうえ、お問い
合わせください。 
 

（２）ログオンパスワードとマスターパスワード 
㈱パトリスが発行するUIDに対応し、ご利用者自身が設定するPATOLIS接続のための暗証番号です。
このパスワードには、PATOLIS接続用のログオンパスワードとログオンパスワードの変更・回答様
式の保存・回答出力のオプション設定等のために使用するマスターパスワードの２種類があります。 
マスターパスワードは、ご利用者からの書面による申し込みに基づき、㈱パトリスが登録します。
ログオンパスワードは、サービススタート時にはマスターパスワードと同じデータが設定されます
が、その後はオンラインにより、ご利用者自身の操作で自由に変更することができます。 

 
（３）ユーザーコード 
ユーザーコード（USER-CODE）は入力必須で、利用者が任意に１～８文字の英数字を指定します。 
毎月のPATOLIS使用料金内訳表は、ユーザーコードごとに小計がとられます。また、オフライン出
力回答書やファクシミリ出力回答書の表紙にもユーザーコードが出力されますので、ユーザーコー
ドを担当者ごとまたは部署ごとに決めて利用されますと便利です。 
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Ｂ－３－２．接続と終了－PATOLIS-Web 
 

（１）接続と終了（PATOLIS- Web） 
 
 
①PATOLIS-IV ホームページから接続します。 
 
PATOLIS-ⅣホームページのURLは次のとおりです。 
インターネット接続の場合     URL “http://www.p4.patolis.co.jp” 
PATOLIS ネットワーク接続の場合  URL “http://www.p4.patolis” 

 
メニューから「PATOLIS-Web」をクリックします。 
※PATOLIS-C/W にも同じ画面から接続します。 

 
 
②PATOLIS-Webオンライン接続（LOGON）画面 
 
 
 
 
 

一時退避や回線切断で再

接続を行う場合は、チェッ

クが必要です。※注 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェックボックスをクリック
すると、USER-ID、PASSWORD、
USER-CODE をパソコン内に保
存し、次回から入力を省略す
ることができます。 
（Internet Explorer を利用した
時に限られます） 

USER-ID（半角英数大文字） 

PASSWORD（半角英数大文字） 

USER-CODE（8 桁以内の半角英数字） 

を入力します。 

「接続開始」ボタンをクリックすると

PATOLIS-Web に接続します。 

「SSL」（セキュア ソケット レイヤー

通信内容を暗号化します） 

または「非 SSL」を選択します。 

PATOLIS ネットワークを 

利用する場合は 

「非 SSL」を選択します。 

 
※注 
「再接続」には通常、チェックが入っています。「再接続」を解除して接続したい場合は、チェック
を外して接続してください。 
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③PATOLIS-Web 接続後の画面 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④PATOLIS終了（LOGOFF）画面 

 

 
⑤セッション料金表示画面 
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さらに「PATOLIS 終了」を 
クリックします。 

一時退避（後述）を行う 
場合は、 
「PATOLIS 終了および一時 
退避」をクリックします。 

メニューフレームの 
「PATOLIS 終了」を 
クリックします。 

サブフレーム 

画面表示の指示、履歴やヘルプの表示に用います。

接続時には「ファイル情報」が表示されます。 

PATOLIS-Web には 

ログ保存機能はありま

せん。 

出力結果はプリント等

による保存をお願いし

ます。 

メインフレーム 

検索式の入力や検索結果

の出力等を行います。 

メニューフレーム 

モードやメニューを選択

します。 

メッセージフレーム 

検索の処理状態や集合が

できたことを表示しま

す。 
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（２）一時退避と再接続（PATOLIS- Web） 
 
PATOLIS利用中に操作を中断する必要が発生した場合、利用者が一時退避操作を行うことにより３
時間、そのセッションの履歴を保存します。 
その後、再接続の操作を行うことにより、一時退避させたセッションを活かして操作を続けるこ
とができます。 
再接続の際は、PATOLIS-Webオンライン接続（LOGON）画面の「再接続」のチェックボックスにチ
ェックが入っていることを確認します。 
 
【注意】 
・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 
・PATOLIS-Webの外国特許・対応特許検索の再接続はできません。 
・「再接続」にチェックをつけずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 
 
①PATOLIS終了（LOGOFF）画面 

 

 

メニューフレームの 
「PATOLIS 終了」をクリックします。

 

 

 

一時退避（後述）を行う場合は、
「PATOLIS 終了および一時退避」をク
リックします。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
②セッション料金表示画面 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

一時退避を行った場合、料金表示の
後に「一時 LOGOFF を受け付けまし
た。」とメッセージが表示されます。

 
 
③PATOLIS-Webオンライン接続画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ユーザーコードは前セッションと
同一でなくても結構です｡ 

「接続開始」ボタンをクリックする
と PATOLIS-Web に接続します。 

一時退避や回線切断で再接続を行う
場合は、「再接続」にチェックが入っ
ていることを確認します。 
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④再接続後の画面 

 

 

一時退避前の履歴を確認するた

めには、メニューフレームの 

「右フレーム表示切替」 

または、 

「補助－集合履歴一覧」 

をクリックします。 

（詳細はC-8-2.履歴表示 をご

参照ください） 

 

 

「右フレーム操作 

検索一覧表示」をクリックする

と、画面の右側(サブフレーム)

に一時退避前の履歴が表示され

ます。 

 

 

「補助－集合履歴一覧」をクリ

ックすると、メインフレームに

一時退避前の履歴が表示されま

す。 
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一時退避前と同じ操作で集合を

利用できます。 

一時退避前の集合と他の条件を

組合わせて検索できます。 

 

検索項目「集合・保存集合・保

存論理式」を選択し、検索論理

式欄に集合番号を入力します。

（集合を用いた検索の詳細は、

C-2-2-13.回答集合を利用した

検索 をご参照ください。） 

 

 

一時退避前の集合を出力できま

す。 

 

集合番号をサブフレームに入力

し、「表示」ボタンをクリック

すると、メインフレームに出力

できます。（出力方法の詳細は

C-6.出力機能 をご参照くださ

い。） 

 
⑤履歴が保持されなかった場合の画面 

  

一時退避後３時間を超えた場合

や、一時退避を選択していなか

った場合、回線切断後 10 分を超

えた場合等、履歴が保持されて

いなかった場合は「ON141W 利用

可能な再接続情報はありませ

ん。」等のメッセージが表示さ

れます。 
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（３）回線切断後の再接続（PATOLIS- Web） 
 
通信回線の障害や、誤ってブラウザを閉じたことなどにより、突然接続が切れたときは、約３分
後にPATOLIS側が異常終了を認識してセッション終了を行い、そのセッションの履歴を１０分間保存
します。 
PATOLISによるセッション終了が行われる前にPATOLISに接続しようとすると、「ON397E THIS 
USER-ID IS ALREADY USED.」のメッセージが表示されます。時間を置いて再度、接続操作をしてく
ださい。 
切断する前に作成した検索結果集合や履歴を使って続きの操作を行うには、PATOLISによるセッシ
ョン終了から１０分以内に再接続操作を行います。 
再接続の際は、PATOLIS-Webオンライン接続（LOGON）画面の「再接続」のチェックボックスにチ
ェックが入っていることを確認します。 
再接続後の操作は、一時退避後の再接続と同じです。(２)一時退避と再接続 をご参照ください。 
 
【注意】 
・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 
・PATOLIS-Webの外国特許・対応特許検索の再接続はできません。 
・「再接続」にチェックをつけずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 
 
 

PATOLIS-Webオンライン接続（LOGON）画面 

 
 
 

一時退避や回線切断で再接続を行
う場合は、「再接続」にチェックが
入っていることを確認します。 

 

 

 

 
 
ユーザーコードは前セッション
と同一でなくても結構です｡ 

「接続開始」ボタンをクリックす
ると PATOLIS-Web に接続します。 
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Ｂ－３－３．接続と終了－PATOLIS- C/W 
 
（１）接続と終了・ログの保存（PATOLIS- C/W） 
 
１）接続と終了 
 
①PATOLIS-IV ホームページから接続します。 
 
PATOLIS-ⅣホームページのURLは次のとおりです。 
インターネット接続の場合     URL “http://www.p4.patolis.co.jp” 
PATOLIS ネットワーク接続の場合  URL “http://www.p4.patolis” 

 
メニューから「PATOLIS-C/W」をクリックします。 
※PATOLIS-Web にも同じ画面から接続します。 

 
 
②PATOLIS-C/Wオンライン接続（LOGON）画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

USER-ID（半角英数大文字） 

PASSWORD（半角英数大文字） 

USER-CODE（8 桁以内の半角英数字）
一時退避や回線切断で再接続を行

う場合は、チェックが必要です。
※注 

を入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※注 
「再接続」には通常、チェックが入っています。「再接続」を解除して接続したい場合は、チェック
を外して接続してください。 
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チェックボックスを 
クリックすると、 
USER-ID 、 PASSWORD 、
USER-CODEをパソコン内
に保存し、次回から入力
を省略することができ
ます。 
（Internet Explorer を利
用した時に限られます） 

「SSL」（ｾｷｭｱ ｿｹｯﾄ ﾚｲﾔｰ  

通信内容を暗号化します） 

または「非 SSL」を選択します。 

PATOLIS ネットワークを利用する場

合は「非 SSL」を選択します。 

「接続開始」ボタンをクリックすると

PATOLIS-C/W に接続します。 
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③PATOLIS-C/W接続後の画面 

 

 

 
 
 

ブロードキャストメッセージ 

お知らせが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ダウンロード認証コード」

が表示されます。 

利用方法は「直前のセッショ

ンログのダウンロード」（後

述）参照。 

 
 
 
 
 
 
④終了 

 

 

 

 

「LOGOFF」 と入力し、 

「送信」をクリックします。 

 

PATOLIS 終了し、 

セッション料金が表示されます。

 

 

 

 

 

 

LOGOFF 後、セッション全体の

ログを保存できます。 
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２）ログの保存 

PATOLIS-C/W では、LOGOFF または強制終了の後、セッションのログが PATOLIS 側に保存されます。 

次の接続（後述の「再接続」も含みます）があったとき、または、終了後３０分経過したときには、

ログが削除されます。 

保存されるファイルは HTML 形式です。 

ファイルを取得するときには LZH 形式に圧縮されています。 

 

①LOGOFF 直後にログをダウンロードする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LOGOFF 後、 

ログのダウンロード「保存」ボタンをクリックします。

 

 

 

ファイルを保存します。 

（操作はブラウザによります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LZH 形式で圧縮されたファイル 

が保存されます。 
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LZH 形式で圧縮されたファイル 

を解凍ソフトで解凍します。 

解凍されたファイルの 

HTML ファイルをクリックして 

開きます。 

 

 

 

 

保存されたログが 

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②認証コードを使って直前のセッションの実行ログをダウンロードする 

LOGOFF直後にセッションのログをダウンロードしなかった場合も、ログは保存されています。そ

のセッションの開始時に発行された「認証コード」を用いるとログをダウンロードすることがで

きます。 

 

 
LOGON すると 

「ダウンロード認証コード」が表 

示されます。 

 

ログダウンロード時に必要とな

りますので、記録しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索、出力等を行い、LOGOFF します。  
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PATOLIS-Ⅳホームページで 

再び PATOLIS-C/W を選択します。 

接続はせずに 

「直前のセッションの実行ログ 

のダウンロードはこちら」 

をクリックします。 
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ファイルを保存します。 

（操作はブラウザによります） 

この後は①と同様に 

保存したファイルを解凍し、 

利用します。 

USER-ID と 

認証コード(前回 LOGON 時に 

表示されたもの）を入力します。 

「ダウンロード開始」を 

クリックします。 
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（２）一時退避と再接続（PATOLIS- C/W） 
 
PATOLIS利用中に操作を中断する必要が発生した場合、利用者が一時退避操作を行うことにより３
時間、そのセッションの履歴を保存します。 
その後、再接続の操作を行うことにより、一時退避させたセッションを活かして操作を続けるこ
とができます。 
一時退避のコマンドは LOGOFF HOLD です。再接続の際は、PATOLIS-C/Wオンライン接続（LOGON）
画面の「再接続」のチェックボックスにチェックが入っていることを確認します。 
 
【注意】 
・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 
・一時退避（一時LOGOFF）する前のログの保存（ログのダウンロード）は、再接続より先に行う
必要があります。再接続するとログのファイルはPATOLIS側で消去します。 
・「再接続」にチェックをつけずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 
 

 

｢LOGOFF HOLD｣と 

入力します。 

一時退避を行った場合は 

「一時 LOGOFF を受け付けました。」と 

メッセージが表示されます。 

 

 

 
３時間以内に再接続します｡ 一時退避前のログが必要なときはダウンロードしておきます。

 

PATOLIS-C/Wオンライン接続（LOGON）画面 

 

一時退避や回線切断で再接続を行
う場合は、「再接続」にチェックが
入っていることを確認します。 

ユーザーコードは前セッション
と同一でなくても結構です｡ 

「接続開始」ボタンをクリックす
ると PATOLIS-C/W に接続します。 
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再接続操作を行った場合、 

「再接続しました。」と 

メッセージが表示されます。 

一時退避前の履歴を確認する

ためには HISTORY コマンドを

用います。 

（詳細は C-8-2．履歴表示（コ

マンド：HISTORY））をご参照く

ださい。 

例）HISTORY S ALL 

 

 

一時退避前と同じ操作で集合

を利用できます。 

 

 

履歴が保持されなかった場合の画面 
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一時退避前の集合と他の条件

を組合わせて検索できます。 

（集合を用いた検索の詳細

は、C-2-2-13.回答集合を利用

した検索 をご参照くださ

い。） 

）

一時退避前の集合を出力でき

ます。 

（出力方法の詳細は C-6.出力

機能 をご参照ください。） 

例）LIST S1 F=P001 

一時退避後３時間を超えた場合

や、「LOGOF HOLD」コマンドを

使用していなかった場合、回線

切断後 10 分を超えた場合等、履

歴が保持されていないときに、

「再接続」にチェックをして接

続した場合は「ON141W 利用可能

な再接続情報はありません。」

等のメッセージが表示されま

す。 
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（３）回線切断後の再接続（PATOLIS- C/W） 
 
通信回線の障害や、誤ってブラウザを閉じたことなどにより、突然接続が切れたときは、約３分
後にPATOLIS側が異常終了を認識してセッション終了を行い、そのセッションの履歴を１０分間保存
します。 
PATOLISによるセッション終了が行われる前にPATOLISに接続しようとすると、「ON397E  ALREADY 
USED THIS USER-ID.」のメッセージが表示されます。時間を置いて再度、接続操作をしてください。 
切断する前に作成した検索結果集合や履歴を使って続きの操作を行うには、PATOLISによるセッシ
ョン終了から１０分以内に再接続操作を行います。 
再接続の際は、PATOLIS-C/Wオンライン接続（LOGON）画面の「再接続」のチェックボックスにチ
ェックが入っていることを確認します。 
再接続後の操作は、一時退避後の再接続と同じです。(２)一時退避と再接続 をご参照ください。 
 
【注意】 
・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 
・切断する前のログの保存（ログのダウンロード）は、再接続より先に行う必要があります。再
接続するとログのファイルはPATOLIS側で消去します。 

・「再接続」にチェックをつけずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 
 
 

PATOLIS-C/Wオンライン接続（LOGON）画面 

 

一時退避や回線切断で再接続を行
う場合は、「再接続」にチェックが
入っていることを確認します。 

ユーザーコードは前セッション
と同一でなくても結構です｡ 

「接続開始」ボタンをクリックす
ると PATOLIS-C/W に接続します。 

 

 

再接続操作を行った場合、 

「再接続しました。」と 

メッセージが表示されます。 

B-3-15 
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Ｂ－３－４．接続と終了－PATOLIS- C/ T 
 
（１）接続と終了（PATOLIS- C/T） 
インターネットで telnet.p4.patolis.co.jp に接続 

 または 

PATOLIS ネットワークで telnet.p4.patolis に接続した後、下記のようにして接続します。 

（下線の部分をご利用者が入力します） 
 
 

 

 
 
 
 PATOLIS TELNET サービス 

  
  

 
 
 

 

  

ENTER USER-ID 

 
 
 
 

 ブロードキャストメッセージ  

  ＰＡＴＯＬＩＳデータのご案内等 
USER-ID（半角英数大文字） 

を入力します｡ 

UXX1234 

 ENTER PASSWORD 
 
 

******** 

 ENTER USER-CODE 

DEMO 

 
 

PASSWORD（半角英数大文字） 

を入力します｡ 

? 

FILE P,U 

 

 特許，実用新案ファイルに接続しました。  2003/09/26  17:02:21 

? 
 

 

 

 

 

 

 

LOGOFF 

 
 ＊＊ ＰＡＴＯＬＩＳ オンライン サービス 終了 ＊＊  2003/09/26  17:03:51 

 

 
 
 

USER-CODE（8 桁以内の半角英

数字） 

を入力します。  
 
 
 
 

 

検索・出力等を行います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ｢LOGOFF｣と入力します。 

 

料金等が表示されます。 

 

終了するときは 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この後、ダイヤルアップ接続している場合は、ダイヤルアップを切断します。 
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（２）一時退避と再接続（PATOLIS- C/T） （２）一時退避と再接続（PATOLIS- C/T） 
  
PATOLIS利用中に操作を中断する必要が発生した場合、利用者が一時退避操作を行うことにより３
時間、そのセッションの履歴を保存します。 
PATOLIS利用中に操作を中断する必要が発生した場合、利用者が一時退避操作を行うことにより３
時間、そのセッションの履歴を保存します。 
その後、再接続の操作を行うことにより、一時退避させたセッションを活かして操作を続けるこ
とができます。 
その後、再接続の操作を行うことにより、一時退避させたセッションを活かして操作を続けるこ
とができます。 
一時退避のコマンドは LOGOFF HOLD です。 一時退避のコマンドは LOGOFF HOLD です。 
再接続のためには、ユーザーIDの後ろに「,R」を付けます。 再接続のためには、ユーザーIDの後ろに「,R」を付けます。 
  
【注意】 【注意】 
・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 ・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 
・「,R」を付けずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 ・「,R」を付けずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 
  

  

  

  

? 
LOGOFF HOLD
 ＊＊ ＰＡＴＯＬＩＳ オンライン サービス 終了 ＊＊    97/04/01  16:15:18 
 
 
 
 
 
 
一時ＬＯＧＯＦＦを受け付けました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

PATOLIS TELNET サービス 

 
 
 
 
 
 
ENTER USER-ID 
UKSxxxx,R
 ENTER PASSWORD 
OOOOOOOO 
 ENTER USER-CODE 
YAMADA
 ＊＊ ＰＡＴＯＬＩＳ オンライン サービス 開始 ＊＊    97/04/01  16:16:25 
 
 
 
 
 
 
 
再接続しました。 
? 
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料金等が表示されます。 

 

ユーザーＩＤの後ろに「,R」 

を入力します｡ 

必ず半角大文字で入力してく

ださい。 

ユーザーコードは前セッショ

ンと同一でなくても結構です｡ 

 

 ブロードキャストメッセージ  

  ＰＡＴＯＬＩＳデータのご案内等 

３時間以内に再接続します｡ 

 

一時退避が受け付けられまし

た。 

 

一時退避を行う場合は 

｢LOGOFF HOLD｣と 

入力します。 

 ブロードキャストメッセージ  
再接続操作を行った場合、 

  ＰＡＴＯＬＩＳデータのご案内等 
「再接続しました。」と 

メッセージが表示されます。 
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再接続しました。 

 

? 

HISTORY S ALL 

 集合名  ﾌｧｲﾙ       件数 ｺﾏﾝﾄ  ゙    論理式 

   S1    P             1 FIND      PN=20001 

? 

FIND S1*PD=2000? 

 S1*PD=2000? 

 

 S2   P             1   

? 

L S1 F=P001 

＊＊検索回答[S1      ]＊＊ ファイル(P   ) 様式(P001) 2005.02.24       1/       1 

 特許出願 平10-168771   公開 2000-     1   公告               登録 

          [H10. 6.16]        [H12. 1. 7]        [         ]       [         ] 

 

? 

ENTER USER-ID 
UKSxxxx,R
 ENTER PASSWORD 
******** 
 ENTER USER-CODE 
YAMADA
 ＊＊ ＰＡＴＯＬＩＳ オンライン サービス 開始 ＊＊    97/04/01  16:16:25 
 
 
 
 
 
 
ON141W  利用可能な再接続情報はありません。 
? 

  

  

一時退避前の履歴を確認する

ためには HISTORY コマンドを

用います。   

（詳細は C-8-2．履歴表示（コ

マンド：HISTORY））をご参照

ください。 

  

  

  

例）HISTORY S ALL   

  

  一時退避前と同じ操作で集合

を利用できます。   
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一時退避前の集合と他の条件

を組合わせて検索できます。 

（集合を用いた検索の詳細

は、C-2-2-13.回答集合を利用

した検索 をご参照くださ

い。） 

例）FIND S1*PD=2000? 

一時退避前の集合を出力でき

ます。 

（出力方法の詳細はC-6.出力

機能 をご参照ください。） 

例）LIST S1 F=P001 

一時退避後３時間を超えた場

合や、「LOGOF HOLD」コマン

ドを使用していなかった場

合、回線切断後 10 分を超えた

場合等、履歴が保持されてい

ないときに、「,R」を入力し

て接続した場合は「ON141W 利

用可能な再接続情報はありま

せん。」等のメッセージが表

示されます。 

 ブロードキャストメッセージ  
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（３）回線切断後の再接続（PATOLIS- C/T） （３）回線切断後の再接続（PATOLIS- C/T） 
  
  
通信回線の障害や、誤ってtelnetソフトを閉じたことなどにより、突然接続が切れたときは、約
３分後にPATOLIS側が異常終了を認識してセッション終了を行い、そのセッションの履歴を１０分間
保存します。 

通信回線の障害や、誤ってtelnetソフトを閉じたことなどにより、突然接続が切れたときは、約
３分後にPATOLIS側が異常終了を認識してセッション終了を行い、そのセッションの履歴を１０分間
保存します。 
PATOLISによるセッション終了が行われる前にPATOLISに接続しようとすると、「ON397E THIS 
USER-ID IS ALREADY USED.」のメッセージが表示されます。時間を置いて再度、接続操作をしてく
ださい。 

PATOLISによるセッション終了が行われる前にPATOLISに接続しようとすると、「ON397E THIS 
USER-ID IS ALREADY USED.」のメッセージが表示されます。時間を置いて再度、接続操作をしてく
ださい。 
切断する前に作成した検索結果集合や履歴を使って続きの操作を行うには、PATOLISによるセッシ
ョン終了から１０分以内に再接続操作を行います。 
切断する前に作成した検索結果集合や履歴を使って続きの操作を行うには、PATOLISによるセッシ
ョン終了から１０分以内に再接続操作を行います。 
再接続のためには、ユーザーIDの後ろに「,R」を付けます。 再接続のためには、ユーザーIDの後ろに「,R」を付けます。 
再接続後の操作は、一時退避後の再接続と同じです。(２)一時退避と再接続 をご参照ください。 再接続後の操作は、一時退避後の再接続と同じです。(２)一時退避と再接続 をご参照ください。 
  
  
【注意】 【注意】 
・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 ・PATOLIS-Web、C/W、C/Tのサービスをまたがっての再接続はできません。 
・「,R」を付けずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 ・「,R」を付けずに接続すると、保持していた全履歴情報はクリアされます。 
  

  

  

 
 
 
PATOLIS TELNET サービス 

  

 
 
 
 
ENTER USER-ID 
UKSxxxx,R
 ENTER PASSWORD 
******** 
 ENTER USER-CODE 
YAMADA
 ＊＊ ＰＡＴＯＬＩＳ オンライン サービス 開始 ＊＊    97/04/01  16:16:25 
再接続しました。 
? 

  

  

１０分以内に再接続します｡ 

  ユーザーＩＤの後ろに「,R」 
 ブロードキャストメッセージ  

  を入力します｡ 
  ＰＡＴＯＬＩＳデータの簡単な蓄積期間のご案内等 

必ず半角大文字で入力してく

ださい。 
  

  

  ユーザーコードは前セッショ

ンと同一でなくても結構です｡   
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Ｂ－３－５．セッションの強制終了 

 

（１）端末放置 

３０分間端末を放置すると、｢３０分未入力状態が続いたため、セッションを終了します。｣のメ
ッセージとともに、強制的にセッション終了の処理がとられます。 
端末放置により PATOLIS との接続が終了した場合、履歴情報はクリアされます。 

 

（２）長時間検索 

PATOLIS での一回の検索時間は最大６０分となっています。 
一つの検索実行が６０分を超えますと、｢処理中に異常が発生しました。｣のメッセージとともに、
強制的にセッション終了の処理がとられます。 
長時間検索により PATOLIS との接続が終了した場合、履歴情報はクリアされます。 
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